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概　　　　要
　IEEE SMCは毎年開催されており、ｼｽﾃﾑ工学、ﾏﾝ-ﾏｼﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、ｻｲﾊﾞﾈﾃｨｯｸｽ等､大変幅広い分野の研
者が一堂に会し､人と機械と知能に関する高水準の研究発表及び討論が行われる国際会議である｡　今回
は、「ﾏﾝ-ﾏｼﾝｼｽﾃﾑとｻｲﾊﾞﾈﾃｨｯｸｽのための情報技術の創生」というﾃｰﾏのもとで開催され、全世界45カ国
から1304件の論文投稿があり、800件のｵｰﾗﾙｾｯｼｮﾝ発表､121件のﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ発表が採択された｡ 
　私は、「Image Processing 2」ｾｯｼｮﾝで標記題目の発表を行った｡ この発表には､ｾｯｼｮﾝ内で最も多くの方
に聴講いただき､また内容についても大変好評であった｡ 原理の詳細は数式を用いて理論的に説明し､その
他の部分は多くのｱﾆﾒｰｼｮﾝを用いて分かり易く発表することに尽力した甲斐があり､特徴等を十分理解して
もらえたと感じている｡ ｾｯｼｮﾝ終了後にも聴講者の方々から直接の質問やｺﾒﾝﾄを賜り､提案法の特徴や詳し
原理等について回答を行い意見交換することができた｡ 我々の発表内容に対する関心の高さを感じること
ができ､大変有意義な発表となった｡ また、同会場で催されたStudent Receptionにも参加し、多くの同年代
の学生や研究者と互いに研究や自の文化等について楽しく交流することができた。　
  最大の収穫は、同じ分野の研究を行っている世界各地の研究者に我々の研究成果を発表することができ
たことと、彼らと意見交換や異文化交流が図れたことであると思います。　今後もこの貴重な経験を活かして
研究に励んでまいります。


